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研究成果の概要（和文）：　実際の調査研究をもとに効果的な教育の成果の可視化と指標の開発について検討を
行った．また大学教育における教育の成果を測定し，教育の改善に結びつけていくための方法をデータに基づい
た多目的最適化問題として捉えて分析し，学生のキャリア形成・進路決定に影響を与えているのかを明らかにし
た．
　大学の教育運営に関して，曖昧性を含んだ感性時系列データとそうでない属性時系列データに基づいたデータ
駆動型意思決定の枠組みで展開した．有意義な学生生活を提供する教育規範のもと，社会に資する人材を輩出す
るための大学の教育運営における意思決定則・評価方法を確立した．

研究成果の概要（英文）： Based on actual research research, we examined effective visualization of 
educational outcome and development of indicators. We also analyzed the method to measure the 
outcome of education in university education and link it to improvement of education as data based 
multiobjective optimization problem. Furthermore, it clarified whether it influences student's 
career formation and career decision.
 With regard to the educational administration of the university, we developed in a framework of 
data driven type decision making based on empirical kansei time series data and not attribute time 
series data. Under the educational norm that provides a meaningful student life, established a 
decision making rule and evaluation method in university educational management to produce talented 
people.

研究分野： 数理工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 就職内定率が少しずつではあるが改善さ
れる中で，学生への就職支援，キャリア形成
に関する分析は大学にとって最重要課題の
一つとなっている．社会に学生を輩出するこ
とは，大学教育機関における一つの指標とさ
れるが，そうした指標に関する分析としては
全国の各大学におけるマクロな調査が行わ
れてきた．トップダウン的なマクロ情報とし
て「大学の自己点検・評価書」が挙げられる．
また，ミクロ情報を用いた取り組みとして，
e ラーニングなどが挙げられる．学生の能力
を測定・形成する具体例として，従来ペーパ
ーテストの未測定されていた能力をより実
践的な環境で評価するために次のような手
法が提案されている．マルチメディアを用い
たよりリッチなテスト環境や，受験者に対話
的に質問を実現する e テスティングやレポー
トなど学習成果物を蓄え共有する e ポートフ
ォリオ，また学習者同士で学習成果物を評価
しあうピアアセスメント，e ポートフォリオ
や e ラーニングで大量に蓄えられた学習履歴
のデータマイニングなどの技術である．こう
した取り組みが、国内外において注目され始
めている． 
充実したクラウド環境により今後こうし

た教育体制への移行が進み，ミクロ・マクロ
の両面からの教育に関する情報管理が可能
となることが期待されるが，現段階では教育
体制は過渡期にあり，大学教育に関する情報
をマクロデータとしてでしか運営者が把握
しきれていないのが現状である．こうした現
状に対して，現行の教育実態に無理にシステ
ムを導入するのではなく，大学の教育におけ
る各所にセンサーを設けることで，情報を観
測し制御することを考える．この取り組みと
して，ICT を活用した感性情報と属性情報の
獲得とデータに基づいた評価尺度の設計な
らびに意思決定を提案する． 

 
２．研究の目的 
 本研究課題では，学生らの大学卒業時まで
の授業選択に関する履修や，受講した講義の
特徴とそれに対する学生のリアルタイムな
授業評価（難易度評価・感情の動向など）と
いったミクロデータから，大学の教育ならび
に学生自身の特徴が，学生らのキャリア形成
にどのような影響を与えているのかを明ら
かにすることが目的である．授業について定
量的な評価を行うことのできるモデル，アプ
ローチにより，ミクロデータからの分析手法
を構築することで，4 年制大学の教育水準向
上に貢献することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
本研究課題では図 1に示す学生の「大学生

活における講義選択のような学生の振る舞
いに関する情報」という属性データと「講義
に持つ印象，感じる難易度」などの感性デー
タを考慮した，ボトムアップ的なミクロ情報

により，大学における教育の成果を評価した． 

図 1 大学教育における時系列データ 
 
４．研究成果 
(1) 大学の毎回の講義における感性データ
取得ならびにアンケート整理のためのクラ
ウドシステム構築 
本研究課題では，学生の科目選択や属性な

どの特徴情報だけでなく，学生の講義に対す
る難易度や，その授業界における講義内容へ
の興味，そのほか講義によって学生に生じる
感性情報についての分析を行った．従来，こ
うした調査はセメスター単位で行われてき
たが，これを講義の毎回についてサンプリン
グが可能な環境の構築・整備を行うことによ
り，教育におけるモデル設計において必要と
される，より豊富な時系列情報の獲得を行っ
た．時系列データの収集には，環境をクラウ
ドコンピューティングにより実現し，携帯・
スマートフォン・PC などの電子デバイスから
入力を行った． 
 

(2)学生の意欲や授業に対して感じる難易度
の可視化，ならびにそれらの感性時系列デー
タを用いた分析とその活用に関する研究 
学生の興味・意欲や授業に対して感じる難

易度といった情報は，主観的評価尺度による
対象の感覚的・総合的な情報である．本研究
課題においては，そうした主観的な情報が時
系列的に与えられる．ここでは，この情報を
感性時系列データと呼ぶ．学生を取り巻く環
境は刻々と変化し，また個人の認識に関して
もトレンドが生じる．変化する尺度を伴う，
きわめて曖昧な情報について，確率やファジ
ィといった測度によりその分析や学生の感
性に関する予測研究を行なった．このような
研究の成果として得られるデータは講義の
設計・調整に資するものと考える． 
次に現代制御理論の立場から，講義そのも

のを小さなシステム，学生の感性や講義のレ
ベルといった情報量を内部状態，研究によっ
て得られるデータに基づいた意思決定をシ
ステムへのフィードバック入力として捉え
ることで，単位セメスターによりもたらされ
る講義の効果を制御（コントロール）する．
こうした取組により情報社会における現場



の制御を社会実験的に実現した． 
 
(3)進路決定における学生の多目的評価と感
性時系列データ・授業選択パス等に関する特
徴時系列データに関する分析 
主観データを用いた多目的評価において，

高い評価を持つ学生の特徴分析，またそうし
た学生が大学教育において形成される過程
に関する分析を行った．従来，教育機関にお
ける進路に関する分析量として，就職を希望
する学生において内定を獲得した学生が占
める割合を用いたマクロ的な議論がなされ
てきた．本研究課題ではミクロ的な視点に立
ち，学生個人の就職活動における効率性（面
接回数やエントリーシートの提出回数に内
定となった件数が占める割合）といった量を
考えた． 
しかし一般に学生の就職活動では，内定し

た企業の属性や活動の効率性などによって
多目的な評価となる．能動的，受動的に就職
したのかが可視化される．そうした評価尺度
に対して活動時・達成時の感性情報を取り入
れることで，満足度といった効用のような指
標を考慮した学生の特徴抽出を行った．また
こうして得られる学生像について，各学生の
学生像からの距離を定義し，時系列データ上
において，特徴的な学生が形成される過程に
ついてデータマイニング的な手法を適用し，
進路指導へ活用する方策を提案した． 
 

(4)大学教育におけるカリキュラムの定量的
な評価手法の開発 
新たなカリキュラムを設計する場合に，感

性データや属性データに関する指標を導入
し，教員と科目の組により表現される講義を
カリキュラム上に取り込む価値を推計する
手法を開発した．この手法により定式化され
る制約付き組合せ最適化問題を近似解法に
より解くことで準最適なカリキュラムを導
出し，大学の教育政策における代替案を設計
した． 
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